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ブロイラーへの VE高水準添加効果 

  

白田 英樹・篠原 啓子・笠原 猛・三船 和恵 
  

要   約 

 平成 12年 6月および 10月餌付けで，ブロイラーコマーシャル鶏を用いてビタミン E(以下 VE)高水準

添加試験を行い，VE添加効果の調査を行った。 

 夏に行った試験 1の♂で，VE500㎎/㎏添加区が育成率，平均体重，飼料要求率ともに高い傾向にあっ

たが，♀が各区共に同等の成績であったため有意な差は見られなかったが，その中で 6～8 週齢時の

VE500mg/㎏添加区の飼料摂取量が有意に優れていた。秋に行った試験 2では各区♂♀ともに育成率，平

均体重，飼料摂取量等で同等の成績であった。 

 血中VEは8週齢時で対照区1.1～1.4㎎/dl，2区5.2～6.9㎎/dlであり，肉中VE濃度も対照区0.1mg/100g，

2区 1.6㎎/100gと飼料に添加した VEは体内に取り込まれており，腹腔内脂肪中の過酸化脂質でも対照

区 0.6～0.7nmdl/g，2区 0.04～0.1mdl/gと過酸化を抑制していた。 

 血液生化学的性状については，全て正常値であり異常は見られなかった。 

目   的 

 鶏の栄養を補う目的でビタミン類の飼料添加がいわれており，特に採卵鶏ではビタミン添加卵が市場

で認知されている。その中でブロイラーにおいては近年の育種改良により遺伝的能力が向上し，飼養標

準以上のビタミンが健全な成長に必要でないかと，青山 1)らに言われるわれている。また，ビタミンの

中でも VE添加により，ブロイラーの抗ストレス作用と免疫機能強化による育成成績の向上や抗酸化作

用による生産性の向上などが福田 4)により示唆されており，今回の試験では入雛時より飼料中に VE を

高水準添加する事がブロイラーの生産性等に与える影響について調査した。 

材料および方法 

(1) 試験期間 

 試験 1 

 平成 12年 6月 20日～8月 15日(56日間) 

 試験 2 

 平成 12年 10月 10日～12月 5日(56日間) 
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(2) 供試鶏 

 ブロイラーコマーシャル(50羽/4.32㎡，♂♀別飼い) 

(3) 試験区分 

 対照区 全期間市販飼料を給与 

 1区  VE250㎎/㎏を全期間市販飼料に添加 

 2区  VE500㎎/㎏  〃 

 *VEとしてα-トコフェロールを添加 

(4) 給与飼料 

 飼料は，市販のブロイラー用配合飼料を使用し，前期用を餌付けから 21日齢まで，後期用を 22日

齢から 49 日齢まで，休薬用を 50 日齢から 56 日齢までとし，VE 添加としては市販飼料 1 ㎏にα-ト

コフェロールで 250㎎，500㎎を上乗せで添加した。 

 表 1-1.2に供試飼料の成分と VE濃度を示した。 

表 1-1供試飼料 

 

表 1-2供試飼料の VE含量 

 

 

(5) 管理 

 育雛はパンケーキ型ガスブルーダーを使用し，試験 1では 1週間で廃温し，試験 2では 2週間で撤

去し以後はガス温風ヒーターで給温した。ワクチネーションは，マレック:0 日齢頚部皮下注，鶏痘:0

日齢翼膜穿刺，IB:0日齢点眼とした，衛生管理およびその他ワクチネーションは当場の慣行に従った。 

調査項目 

① 鶏舎気象 

② 育成率 
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③ 発育体重 

 初生，3，6，7，8週齢時，個体毎に測定した。 

④ 飼料摂取量 

 週齢毎に測定した。 

⑤ 飼料要求率 

 3.6.7.8週齢時に飼料摂取量と平均体重から計算 

⑥ VEと過酸化脂質 

 血中 VEと過酸化脂質は 5，8週齢時に測定し(各区♂5羽♀5羽)，肉中 VEおよび腹腔内脂肪中

過酸化脂質は 8週齢時に測定(各区 6羽，♂3羽♀3羽を混合して分析)した。 

⑦ 血液生化学 

 各区 10羽(♂5羽♀5羽)のカルシウム(Ca)，リン(P)，総コレステロール(Tcho)，総蛋白質(TP)，

中性脂肪(TG)，アルカリフォスファターゼ(ALP)を 5，8 週齢時に翼下静脈より採血し測定した。

検査は血清をドライケミストリーシステム(フジドライケム比色酵素システム FDC5500)で行った。 

⑧ と体調査 

 8週齢時に平均体重程度の鶏を，各区 6羽(♂♀各 3羽)を調査した。 

結   果 

① 鶏舎気象 

 表 2-1 に試験 1 の，2-2 に試験 2の鶏舎内気象を示した。試験 1 では，試験後半は高温で推移

した。 

表 2-1 鶏舎環境 

 



－4－ 

表 2-2 鶏舎環境 

 
 

 

② 育成率 

 試験 1 の♂以外は 98～100％と良好な育成成績を示した。試験 1 の♂では対照区 88.2％2 区

94.1％と 2区が高い傾向であったが，♀の育成率が同等であったため有意な差ではなかった。 

表 3 育成率 

 

 

③ 発育体重 

 初生，3，6，7，8週齢時，個体毎に測定した。8週齢時において試験 1の 2区が 2,677～3,0529，

対照区 2,530～2,780g と♂272g♀147g 重かったが有意な差ではなかった。6 週齢時以降に 2 区の

飼料摂取量が優れていたため重かったと推察される。試験 2 では♂で 3,652～3,734g♀3,046～

3,155gと対照区・試験区ともに良好な成績であり，差はなかった。 

 松下ら 2)3)の報告にあるとおり VE添加は体重増加に明確な効果はなかった。 

表 4-1 試験 1 平均体重 
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④ 飼料摂取量 

 試験 1では 2区が対照区に比べて，♂370g，♀270g多く摂取していたが有意な差はなかった。

しかし，週齢別で見ると 2 区が 6～8 週齢の飼料摂取量で有意に優れていた，この影響が有意な

差ではなかったものの，平均体重の重さに影響したと推察される。 

 試験 2では表 5のように，各区とも同等の飼料摂取量であり差はなかった。試験 1では，暑熱

によるストレスがあったため，松下ら 2)3)の報告と違い，福田 4)の報告にあるとおり VEの効果で

はないかと推察される。 

 また，給与飼料中の VE濃度は小野 5)の報告によると，ブロイラー正常時で 5㎎/㎏・ストレス

時で 20㎎/㎏程度とされている。 

表 4-2 試験 2，平均体重 

 
 

⑤ 飼料要求率 

 飼料要求率は育成率と同じ傾向であり，試験 1の♀と試験 2では各区ともに同等の成績であり

差はなかった。試験 1の♂では有意な差ではなかったものの，対照区 2.06，2区 2.0と VE添加区

が高い傾向であったが，有意な差ではなかった。 

表 5-1 試験 1，飼料摂取量 
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表 5-2 試験 2，飼料摂取量 

 
表 6 8週齢飼料要求率 

 

 

⑥ 血中 VEと過酸化脂質 

 血中の VE・過酸化脂質は 5，8週齢時に測定し，肉中および腹腔内脂肪中は 8週齢時に測定し，

雌雄に分けて示した。 

 血中 VEは，試験 1.2ともに VE添加量が多くなると，濃度も上昇しており，5.8週齢時で同じ

傾向を示し，週齢が進むと VE濃度も下がる傾向がみられた。図 1は 8週齢時成績である。 

 VE濃度は対照区 1.3～1.4㎎/dl程度であり週齢が違っても一定であった。2区では 4.0～7.4㎎

/dlと添加した VEは血中に移行していた。 
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図 1 血中 VE濃度(㎎/dl) 

 

 血中過酸化脂質は，VE添加区が対照区より高い場合があるなど，VE添加により血中過酸化脂

質の低下は確認出来なかった。 

 澤ら 6)の報告では血液生化学値は雌雄同じ傾向を示し，今回の VE と過酸化脂質も雌雄同じ傾

向であり，血中成分は性による違いは見られなかった。 

⑦ 肉中 VEと過酸化脂質 

 肉中VE濃度も添加量に応じて増加しており，対照区は 0.1～0.2㎎/100g，2区で 1.5～1.7mg/100g

と VE添加により肉中にも移行していることが確認できた。 

 腹腔内脂肪中の過酸化脂質は試験 1で測定した。対照区 0.7nmdl/g，2区 0.1nmdl/gと VE添加

区が優れており，VE添加により脂質の酸化が抑制されていた。 
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図 2 血中過酸化脂質(nmdl/ml) 

.  
図 3 肉中 VE濃度(㎎/100g) 

 

⑧ 血液生化学 

 総コレステロール・カルシウム・リン・トリグリセリド・総蛋白・アルカリフォスファターゼ

の 5.8週齢時の測定結果を表 7-1～6に示した。澤ら 6)の報告にあるとおり，雌雄で差が見られな

いため雌雄平均値で示した。 

 総コレステロール・カルシウム・リン・トリグリセリド・総蛋白・アルカリフォスファターゼ

では試験 1.2 ともに有意な差はなかった，また分析値は，澤ら 6)の報告とほぼ同じ傾向であり，

VE高水準添加の悪影響は見られなかった。 
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 福田 4)の報告にあるように VEの添加は血液生化学値には影響しなかった。 

 
図 4 腹腔内脂肪の過酸化脂質(nmdl/g) 

表 7-1 総コレステロール 

 

表 7-2 カルシウム 

 

表 7-3 リン 
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表 7-4 トリグリセリド 

 

表 7-5 総タンパク 

 

表 7-6 アルカリフォスファターゼ 

 

 

⑨ と体成績 

 表 8に，と体成績を示した。正肉歩留で対照区 42.0～43.6％，2区 42.8～45.4％，腹腔内脂肪が

対照区 1.91～3.01％，2区 2.69～3.12％と各項目において有意な差はなく，松下ら 2)の報告と同じ

結果であった，また各区共に良好な成績であった。 
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表 8 と体成績 

 

考   察 

① 育成成績 

 今回の調査で VEを飼育期間全期にわたり飼料中に添加することによる，ブロイラーの育成率や発

育体重の向上への影響は松下ら 2)3)の報告と同じで明確には出なかった。しかし，夏の試験 1 の 6～8

週齢においては飼料摂取量の増加が確認できた，これは福田 4)の報告にあるように暑熱のストレスに

対して VEの添加効果と推察される，これは今回の試験が松下ら 2)3)の報告とは気象条件や VEの添加

量に違いがあったためと推察される。 

② 血中・肉中 VE濃度 

 血中および肉中には VEが蓄積されており，腹腔内脂肪中の過酸化脂質も減少していた。このこと

は，飼料に添加した VEが体内に移行し，抗酸化作用を発揮したと推察できた。しかし，血中過酸化

脂質は 2回の試験で各区共に傾向は確認できなかった。 

 今回の試験結果により，VE の飼料中への添加がブロイラーの生産性等に影響を与えることが推察

された，しかし VEは高価であるので，どの程度の期間，どのような濃度で添加することが経済的に

メリットがあるか検討する必要がある。 
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